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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

テ
ナ
ン
ト
募
集

【
住
所
】
堺
市
北
区
新
金
岡

町
１
―
３
―
31

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
御
堂
筋

線
「
新
金
岡
」
駅
徒
歩
２
分

【
金
額
】
応
相
談

【
設
備
】
現
在
は
土
地
の

み
。
建
物
は
、
成
約
後
に
希

望
に
そ
っ
た
設
計
で
着
工
し

ま
す
。

【
面
積
】
１
４
２
・
96
㎡

【
そ
の
他
】
大
阪
労
災
病
院

ま
で
徒
歩
５
分
。
横
断
歩
道

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
小
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
。
周

辺
は
新
金
岡
団
地
で
す
。

【
連
絡
先
】

℡
０
７
２
―
２
５
０
―
８
０

４
１
（
ワ
キ
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
脇
知
邦
）

　

物
件
案
内
や
リ
サ
イ
ク
ル

欄
へ
の
掲
載
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
協
会
新
聞
部
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３

１

日
時　

 

６
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
（
10

時
か
ら
30
分
間
は
、
連
絡
会
総
会
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

帖
佐
悦
男
氏
（
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
病
院

長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

子
ど
も
の
運
動
器
が
危
な
い
！
―
子
ど
も
か
ら
の
ロ

コ
モ
対
策

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

総
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

講
師　

 

中
原
寛
和
氏
（
大
阪
市
立
大
学
歯
科
口
腔
外
科
病
院

教
授
）

会
場　

 

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
（
地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
」

駅
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

６
０
０
人

内
容　

 

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
②
医
療
事
故

対
策
・
対
応
等
の
医
療
安
全
対
策
、
③
院
内
感
染
防

止
対
策
（
初
診
料
の
注
１
）

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設
基
準
に
係
る

研
修
会日

時　

６
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
た
め
に

特別特別
インタビューインタビュー

㊦

法 ５・３
 記念日

憲

中朝脅威論による改憲は誤り
慶應義塾大学名誉教授　小林節

―
―
首
相
ら
は
、
北
朝
鮮
や

中
国
の
脅
威
に
対
処
す
る
た

め
に
改
憲
が
必
要
と
言
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
最
近
は
米

朝
対
話
に
向
け
た
動
き
が
進

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
ど
う
見
る
か
。

対
北
朝
鮮

　

北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
を

ど
う
見
る
か
。
開
発
の
目
的

は
日
本
へ
の
攻
撃
で
は
な

く
、
現
体
制
の
維
持
に
向
け

た
ア
ピ
ー
ル
だ
。

　

米
国
は
こ
れ
ま
で
も
他
国

に
攻
め
入
り
、
ま
た
は
反
政

府
勢
力
を
支
援
し
て
、
イ
ラ

ク
の
フ
セ
イ
ン
、
リ
ビ
ア
の

カ
ダ
フ
ィ
を
や
っ
つ
け
た
。

金
正
恩
労
働
党
委
員
長
は
、

そ
う
し
た
米
国
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
核
武
装
し
て
い

る
。

　

米
国
に
攻
撃
さ
れ
て
も
反

撃
で
き
る
よ
う
影
武
者
を
置

い
た
り
、
複
数
の
住
宅
や
ベ

ン
ツ
を
保
有
し
た
り
、
地
下

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た
り
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
せ
ん
滅
さ
せ

る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
。

米
朝
は
お
互
い
に
攻
撃
し
に

く
い
の
が
現
状
だ
。

　

日
本
に
と
っ
て
は
、
北
朝

鮮
は
放
っ
て
お
け
ば
何
ら
脅

威
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
首
相
ら
は
「
圧
力
を
か

け
ろ
」
と
騒
ぐ
ば
か
り
だ
。

対
中
国

　

中
国
は
ど
う
か
。
仮
に
日

本
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島

に
攻
め
て
く
れ
ば
、
明
ら
か

な
侵
略
行
為
だ
か
ら
、
国
連

安
保
理
が
動
く
し
、
日
米
安

保
条
約
も
発
動
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
の
に
、
中
国
が
攻
め
て
く

る
な
ん
て
い
う
の
は
冗
談
の

類
い
。
日
米
中
は
経
済
的
に

も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
戦

争
な
ん
て
で
き
な
い
。
だ
か

か
ら
、
中
国
は
放
っ
て
お
け

ば
い
い
。

米
国
追
随

　

安
倍
さ
ん
は
、
日
本
を
守

る
た
め
に
米
国
と
仲
良
く
す

べ
き
と
言
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
も
の
は
う
そ
。

　

米
国
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
国

々
で
人
々
を
殺
り
く
し
て
い

る
。
背
景
に
は
宗
教
の
違
い

が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

国
々
の
指
導
者
は
「
ア
ッ
ラ

ー
の
神
を
信
じ
て
い
る
者
は

悪
魔
の
手
先
だ
」
く
ら
い
に

思
っ
て
い
る
か
ら
、
人
が
殺

せ
る
。

　

そ
の
米
国
は
あ
っ
ち
こ
っ

ち
で
戦
争
し
、
足
が
抜
け
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
そ
ん
な
国
と
一
緒
に
外

国
に
出
て
行
っ
て
戦
え
ば
ど

う
な
る
か
。
米
国
と
と
も
に

戦
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、
英
国
は
テ
ロ
の
標
的
に

さ
れ
た
。

　

い
く
ら
後
方
支
援
だ
と
い

っ
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
国

々
を
敵
に
回
し
て
恨
み
を
買

う
こ
と
に
な
る
。
せ
っ
か
く

「
日
本
は
憲
法
９
条
が
あ

る
、
感
じ
の
い
い
国
」
と
な

っ
て
い
る
の
に
、
米
国
の
二

軍
と
な
っ
て
戦
う
な
ど
愚
か

な
こ
と
だ
。

　

米
国
の
二
軍
で
い
る
限

り
、
武
器
を
買
わ
さ
れ
、
経

済
破
綻
を
招
く
だ
け
だ
。

　

中
朝
脅
威
論
に
基
づ
く
９

条
改
憲
は
政
策
的
に
間
違
い

で
あ
り
、
経
済
的
に
破
綻
を

も
た
ら
す
道
で
、
二
重
に
間

違
っ
て
い
る
。
専
守
防
衛
に

徹
す
る
こ
と
こ
そ
、
安
全
で

安
価
な
道
な
の
だ
と
言
い
た

い
。

 

（
お
わ
り
）

大阪府歯科保険医協会 検索
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大
阪
南
港
野
鳥
園

大
阪
南
港
野
鳥
園

絶
滅
危
惧
種
も
飛
来

展望塔から絶滅危惧種の貴重な野鳥も時折
飛来する人工干潟が一望できる（園内）　

自然豊かな散歩道（園内）

て
住
吉
浦
と
い

う
自
然
豊
か
な

土
地
で
あ
っ

た
。
現
在
は
人

工
干
潟
と
な
っ

た
も
の
の
、
多

く
の
渡
り
鳥
の

飛
来
地
と
し
て

日
本
屈
指
の
存

在
だ
。
１
９
８

３
年
「
南
港
の

野
鳥
を
守
る

会
」
の
熱
望
に

よ
り
当
時
埋
め

立
て
て
造
成
中

ろ
に
大
阪
南
港
野
鳥
園
が
見

え
て
く
る
。

　

大
阪
南
港
周
辺
は
、
か
つ

で
あ
っ
た
湿
地
帯
を
野
鳥
園

と
し
て
開
設
す
る
に
至
っ

た
。そ
の
た
め
、古
来
か
ら
周

辺
に
渡
来
し
て
い
た
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
の
居
場
所
が
確
保

で
き
る
様
に
な
っ
た
。
園
内

は
、
12
・
８
㌶
の
湿
地
と
６

で
き
、
市
民
の
野
鳥
観
察
会

や
学
校
の
環
境
教
育
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特

に
鳥
類
で
は
、
オ
オ
タ
カ
等

せ
る
展
望
台
が
あ
り
、
望
遠

鏡
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
野

鳥
観
察
が
で
き
る
。
ま
た
、

園
内
は
市
内
に
あ
る
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
自
然
に
溢
れ
て

お
り
、
木
漏
れ
日
が
心
地
よ

い
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。

　

開
園
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
で
、
休
園
日

は
毎
週
水
曜
と
年
末
年
始
と

な
っ
て
い
る
。
入
園
は
無

料
。
20
台
程
度
だ
が
、
無
料

駐
車
場
も
あ
る
。
日
々
の
診

療
の
疲
れ
を
癒
せ
る
こ
と
は

間
違
い
な
し
。
梅
雨
に
入
る

前
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、

ま
た
は
ご
夫
婦
で
出
か
け
て

み
て
も
い
い
の
で
は
。

 

（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

・
５
㌶
の
緑
地
に
分
か
れ
、

四
季
折
々
の
野
鳥
を
は
じ
め

と
す
る
小
動
物
な
ど
が
観
察

の
猛
禽
類
や
環
境
省
の
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危

惧
種
に
し
て
い
さ
れ
て
い
る

「
ツ
ク
シ
ガ
モ
」
な
ど
貴
重

な
種
が
飛
来
し
て
い
る
。

　

園
内
に
は
、
干
潟
を
見
渡

　

南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
線
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
前
駅
を
下

車
し
、
徒
歩
約
15
分
の
と
こ

日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

小
椋
幹
記
氏
（
社
会
医
療
法
人
敬
和
会
大
分
岡
病
院 

口
腔
顎
顔
面
外
科
・
矯
正
歯
科　

矯
正
歯
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
・
口
腔
の
健
康
に
矯
正
歯
科
は
ど
の
よ
う
に
貢
献

で
き
る
か

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
場　

 

河
内
長
野
駅
前
・
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階
「
ノ

バ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
」（
近
鉄
長
野
線
・
南
海
高
野
線

「
河
内
長
野
」
駅
徒
歩
３
分
）

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

内
容　

歯
科
初
診
料
の
注
１
に
係
る
院
内
感
染
防
止
対
策

院
内
感
染
防
止
対
策
（
初
診
料
の
注
１
）
に
係
る
研

修
会


